








































































































































































































































































































































（３）Wihelm Von Humbult (1841–52), Gesammelte Werke Ⅵ, Berlin
P. 38 亀山健吉（訳）（１９８４）『言語と精神―カヴィ語研究序説』法
政大学出版局
（４）Wilhelm Von Humbult (1988) On Language :The Diversity of Hu-
man Language-Structure and its Influence on the Mental Develop-
ment of Mankind , translated by P. Hearth, Cambridge University
Press P. 54 平林幹郎（訳）（１９９３）『サピアの言語論』勁草書房
（５）Edward Sapir (1921) Language, An Introduction to the Study of
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Speech , Harcourt Brace Jovanovich, New York, PP. 22−23 泉井
久乃助（訳）（１９５７）『言語―ことばの研究』紀伊国屋書店
（６）Ibid. PP. 14−22 泉井久乃助（訳）（１９５７）『言語―ことばの研究』
紀伊国屋書店
（７）Edward Sapir (1929) “The Status of Linguistics as a Science”,
Language5. P. 209 泉井久乃助（訳）（１９５７）『言語―ことばの研
究』紀伊国屋書店
（８）詳しくは拙稿（２００５）「主観経験の科学的分析は可能か」『恵泉女学園
大学人文学部紀要』１７号２章を参照されたい。
（９）岩田誠（１９９６）『脳とことば』共立出版社 ２６－２７頁
（１０）角田忠信（１９８４）『日本人の脳』大修館 ７０－７６頁
（１１）筆者のゼミに属する学生の話である。６歳までアメリカで暮らし，小
学校一年生の時に日本に戻り，以来日本語・日本文化圏の生活を送っ
ているが，自然・文化環境の違いにより，風鈴の音に対する反応が変
わったという興味深い話である。
（１２）角田忠信（１９８４）『日本人の脳』大修館 ２９２－３１２頁
（１３）武本昌三（１９９３）『英語教育のなかの比較文化論』鷹書房弓プレス
３９頁
（１４）筧泰彦（１９８４）『日本語と日本人の発想』１３６頁
（１５）同書 １３５頁
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